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令和５年度世田谷区提案型協働事業 成果報告会
（MC３）活動報告

「世田谷区本庁舎等整備基本構想（平成28年（２０１６年）１２月 世田谷区）」より

区民自治の拠点として、行政サービスの提供に留まらず、幅広い区民がふれあい、交流することのできる場

所として、区民が気軽に立ち寄れ、多様な情報の共有や憩うことのできる区民に親しまれる庁舎を目指す。

また、区民自治・交流を育んできた現庁舎等の空間特質を継承していく。

屋上庭園での区民との協働・交流を検討している中で、提案型協働事業がスタートし、

●東棟屋上庭園（２期竣工後）
・令和８年秋頃に完成
・一般開放

●西棟屋上庭園（３期竣工後）
・令和11年春頃に完成
・限定利用

新庁舎完成イメージ図

世田谷区
庁舎整備担当部庁舎管理担当課

〇本庁舎等整備の基本的方針１ ： 区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎

「新庁舎の屋上庭園の未来を描こう！」ワークショップを開催へ！
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令和５年度世田谷区提案型協働事業 成果報告会
（MC３）活動報告

「新庁舎の屋上庭園の未来を描こう！」ワークショップ 実施概要
日 時：令和５年１０月２９日（日曜日） 午前９時から午後３時３０分
場 所：コミュニティカフェななつのこ（世田谷区南烏山）

新庁舎屋上庭園の設計内容説明

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ事業説明

グループワーク：新庁舎屋上庭園について考えよう

グリーンアップサイクルプランター作業花壇のデザインを考えよう

４５名（関係者含む）と、多くの方に
ご参加いただきました！

世田谷区
庁舎整備担当部庁舎管理担当課
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令和５年度世田谷区提案型協働事業 成果報告会
（MC３）活動報告

STEP

01

STEP

02

現在（検討段階）

東棟屋上庭園OPEN

~令和8年頃

令和11年頃

令和８年頃

〇ワークショップを適宜開催しながら
検討・準備
・東棟屋上庭園の活動内容
（花壇の管理運営方法含む）の
検討、ルールづくり
・活動団体とのネットワークづくり
・広報活動 など

〇東棟屋上庭園での活動を実施
〇ワークショップを適宜開催しなが
ら検討・準備
・西棟屋上庭園での活動内容
検討、ルールづくり
・活動団体とのネットワークづくり
・学校、保育園等との連携
・広報活動 など

課題とロードマップ（イメージ）

新庁舎完全竣工！西棟屋上庭園OPEN

東棟屋上庭園の花壇設置（イメージ）

ワークショップでの意見
を踏まえ花壇を導入

STEP

03

世田谷区
庁舎整備担当部庁舎管理担当課



シンポジウム グリーン・コミュニティの未来へ ～街の小さなみどりを市民の手で共治しよう！～

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップが、今なぜ必要なのかを考える。

２０２４年２月２６日 於北沢タウンホール 参加者１０７名にて開催

【PROGRAM】

Ⅰ．基調講演：グリーン・コミュニティの未来へ 涌井史郎氏（東京都市大学特別教授）

Ⅱ．「マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ」とは

Ⅲ．初年度の活動から
   MC１（道路植栽）……「みんなの道路は、みんなで美しく」

 八木橋スミコ氏（桜木清掃部）
 

 MC２（公園・緑地）…ライフワークとしての住民協働の公園・広場づくり
 鎌田菜穂子氏（一般社団法人ツナグバヅクリ）

   MC３（新庁舎）………10.29「新庁舎の屋上庭園の未来を描こう！」ワークショップ報告
     山地弘氏（庁舎管理担当課係長）

Ⅳ．トークセッション
 竹内智子氏（千葉大学大学院准教授）＋保坂展人区長 ＋Ⅲメンバー



シンポジウム配布物から （左： キーワード／中： ＭＣ3タイプ／右： 事例紹介）

第２部： 左・中を中心に 第３部： 右を各当事者・関係者が講演



キーワードから ❶グリーンインフラ

適応策として、グリーンインフラの生態系サービスの活用機能を生かすことが重要！

雨水流出抑制
は、 もちろん
重要。 だが…

生態系サービ
スの活用も、、  
同じく重要。。

多くの市民の
生活に密着し

また
市民が参画し
やすいのは、、
こちらの側面

MCしかり。。



キーワードから ❷コモン

マイクロ・コモンズは、伝統的コモンズの性格を備えた近隣のコモンズである。



マイクロ・コモンズは、〈伝統的コモンズ〉の性格を備えた〈近隣のコモンズ〉である。

Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄ Ｃｏｍｍｏｎｓ 

近隣…グリーン・コミュニティにおける重要な規模感・距離感 そしてコモンは自治、「共治」

Ｃ. ヘスによる〈近隣のコモンズ〉に分類されるのは、
コミュニティ・ガーデン／歩道／道路（車道）ｅｔｃ.
これらはまさにマイクロ・コモンズ的である。

伝統的コモンズの三要素

自然資源 管理・利用 地元民主体



シンポジウムから

世田谷区の緑被率が都内４位に低下した今、世田谷みどり３３の〈質〉〈協働〉への着眼が必要

「グリーンインフラは入口、グリーン・コミュニティが出口」 涌井史郎氏
グリーンインインフラは手段であって、グリーン・コミュニティこそが目的である。「グリーンインフラは、コミュニティ再生のプロセス」なのである。

「生活以上コミュニティ未満」 八木橋スミコ氏（桜木清掃部）
日頃の活動に対する実感をこのように表現した。これこそ「Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄ（近隣）」の規模感・距離感」を絶妙に言い表していると思える。

「あらゆる公共事業の整備費の１％を
グリーン・コミュニティに！」 竹内智子氏

第４部に登壇した竹内智子氏は、ご自身で準備したスライドでミニ・レクチャーを実施。
アンケートでは、それに対する高評価が全プログラムを通じて最も多かった。

左の画像は、その際用いたものの一つ。
ＭＣを、最上位の広域的なビジョン・目標（それは「グリーン・コミュニティの実現」と言える）
との関係において、明確に位置付けてくださり、わかりやすい。

〈公園緑地を核とした人中心のまちづくりへ、４つの提言〉のスライドでは
①「画一的な計画・設計・施工・管理・運営の分業」から「官民連携の地域マネジメント」へ
→仕事の縦割り体制を解消し、計画～管理運営までトータルで地域ごとに実施、官民の
 人材を育成し、市民力を活かす
など、貴重な提言をいただいた。
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選定委員からのご意見



より多くの区民参加

次年度の拡大に期待していただきたい。

アンケート回答者５４名中 参加希望者は３４名（６３．０％）、内半数の１６名が連絡先記入

一般参加者６８名の年齢分布 ５０代・６０台が４４名（６３．８％）を占めた
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参加は考えていない・無回答

機会があれば参加したい

活動に参加したい・さらに話が聞きたい

連絡先記入 連絡先無記入

◆今回の参加者から、数名が次期メンバ
バーに加わるものと期待

◆目下のＭＣ１案件相談グループは、１０．
◆２９ワークショップ参加者が中心
⇒イベント機会は重要（量より質…）
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◆関心層・実働準備層は中高年である

◆２０代・３０代の将来世代への啓発は重
◆要である。が、世代間には自ずと役割
の分担がある。恒常的なＭＣ活動を担う
の主力は中高年・それを市民感覚で支
持える他世代、が現実的ではないか？



グリーンインフラの整備に向けた区の部局間協働

担当課３課＋公園緑地課のオブザーバー参加

エントリー段階から、公園緑地課にはほぼすべての打合せ等の場にご同席いただいた。
今後は、道路担当部門など、引き続き関係部局との調整の労をとっていただくこととなる。

シンポジウムへのご参加

保坂区長以下、都市整備政策部門を中心に、部長４名・課長６名を含む２２名の職員の方々が参加した。

３.１４ 都市整備委員会所管質疑

シンポジウムを踏まえて、
コモンとグリーンインフラ
について中山瑞穂議員が
質問／みどり政策課北川
課長、公園緑地課岸本課
長、豪雨対策・下水道整
備課鎌田課長が答弁

グリーンインフラガイドライン（案）

２.６ 都市整備常任委員会で報告があった由
グリーンインフラの機能・効果を１２の観点から
まとめるなど、総合的・網羅的なものだという。

一区民としてその内容に大いに期待するとと
もに、今後の協働事業においても紹介・学習
機会を設けたいと考える。

https://x.gd/sNcPM

https://x.gd/sNcPM



そして、グリーンインフラの整備に向けた市民協働

ほかにも大田区・川崎市・市川市など、さまざまな自治体の市民から、感想を受けとった。

シンポジウム アンケートの自由回答から

「維持費、管理費的問題があるため、マイクロ・コモンズ的アプローチは非常に効果的だと感じた。特にＭＣ１
の八木橋さんのお話は興味深く、子供達を巻き込んだ活動が街の活性化につながると感じた。」（２０代）

「小さな活動・取組みが長く続く、それこそ誇りであるという話がよかった。」（５０代）

「マイクロ・コモンズ・スチュワードシップについてもっと自分で調べて学びたいと思いました。また、私も小さな
ところで（桜木さんたちのように）楽しい何か役に立つことをしたいと思いました。」（不明）

「あらためて世田谷区民であることを誇りに思いました。ぜひ担い手としてＭＣの文化を広げていけらたと思
います。」（４０代）

他地域への拡がり

「隣の杉並区から来ました。杉並には『みどりのボランティア』というものがあります。世田谷の活動やグリーン
インフラの状況にさらに興味が湧きました。」（５０代）

「小さなみどり、渋谷区の町会で活動してます。マイクロ・コモンズ・スチュワードシップで緑被率を２位ぐらい
にしてみます。６月２日の『まちの文化祭』で活動展示をしてくれませんか？

  ＊グリーンアップサイクルは、既に展示決定

https://x.gd/sNcPM



次年度以降へ向けて
https://x.gd/sNcPM

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
基盤の確立

初年度の集大成…シンポジウム

マイクロ・コモンズ
MC事例の開拓と実践

制度設計のための材料を集積

スチュワードシップ
素案策定

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
総仕上げ

記念イベント（？）
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